
※ 今回の社会実験は、横浜市ＡＰＥＣ・創造都市事業本部の協力を得て、ＡＰＥＣ横浜

の開催を歓迎するため、ＡＰＥＣ横浜の開催期間中から実施しています。
注１） みなとみらい２１地区内の土地・建物所有者、施設管理運営者等により構成され、みなとみらい 21 地区の魅力

を高め、質の高い都市環境の維持・向上を図るため、街全体のマネジメントを通じて、街づくり調整や環境対策、

文化・プロモーションなど、様々な課題に対応した事業を展開しています。

■ 横浜みなとみらい 21 公式ウェブサイト http://www.minatomirai21.com/

● グランモール公園美術の広場ライティングの概要 ●

１ 実施期間

平成２２年１１月５日（金）～平成２３年２月２８日（月） 日没前～日の出後

２ 場 所

グランモール公園美術の広場及び横浜美術館コロネード

３ 主 催

一般社団法人横浜みなとみらい２１

４ 協 力

横浜市ＡＰＥＣ・創造都市事業本部、社団法人横浜市電設協会

お問い合わせ先

一般社団法人横浜みなとみらい２１事業推進部事業推進課長 肥山 達也 Tel 045-682-4403

平 成 ２ ２ 年 １ １ 月 １ ８ 日

一般社団法人横浜みなとみらい２１

記 者 発 表 資 料

グランモール公園美術の広場で夜景演出を行います

～ みなとみらい２１地区公共空間活用社会実験 第２弾 ～

みなとみらい２１地区では、地区内の施設が主体となって、地区内の公園や港湾

緑地といった公共空間を積極的に活用することにより、街の魅力やにぎわいの向上

を図る活動の実施に向けた検討を進めています。去る１０月９日～１０日には、横

濱ジャズプロムナード２０１０とタイアップして、汽車道等の港湾緑地とグランモ

ール公園でデキシーランド・ジャズパレードを行うとともに、運河パークとグラン

モール公園美術の広場で飲食の提供を行う社会実験を実施しました。

今回、一般社団法人横浜みなとみらい２１注１）は、グランモール公園美術の広場

において、空間が持つ魅力やアクティビティを可視化し、もって街の魅力やにぎわ

いの向上を図ることを目的として、平成２２年１１月５日（金）から空間特性を生

かしたライティングによる演出を行っています。なお、演出効果を高めるため、公

園管理者（横浜市環境創造局）の協力を得て、園路灯を消灯しています。

http://www.minatomirai21.com/


■ 位置図

■ 現地の様子

けやき並木に白熱灯を設置（左側）

近 景

グランモール公園美術の広場

（横浜美術館前）


